賃貸住宅への入居を希望されている高齢者の皆様へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉部高齢福祉課
建設部住宅計画課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

高齢者の家賃債務保証制度について
県では、「あいち住まい・まちづくりマスタープラン2015（愛知県住生活基本計画）」に基づき、高齢者等が安心して生活できる居住基盤の整備等を推進しています。

高齢者の方々の中には、身体的な問題や家族間の問題など様々な事情により、それまでの住居を離れ、賃貸住宅への入居を希望する方がおみえになりますが、社会とのつながりが弱くなっていることなどから、連帯保証人を立てることができず、仲介事業者や貸主から入居を断られた旨の相談が寄せられる場合が少なからずあります。
このような場合に利用できる制度として、財団法人高齢者住宅財団の高齢者居住センターが行っている家賃債務保証制度があります。

この制度は、「高齢者円滑入居賃貸住宅」に登録された民間住宅を対象に連帯保証人を立てる代わりに、借主が高齢者居住支援センターに月額家賃の35%に相当する額を、2年間分の保証料として支払うことにより、高齢者居住センターが貸主に対して家賃債務保証を行うことで高齢者の入居の支援が図られる仕組みとなっています。

  ご活用くださるようお願いします。

家賃債務保証制度の概要は、財団法人高齢者住宅財団のホームページ[http://www.koujuuzai.or.jp/]をご覧ください。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先　高齢福祉課　施設グループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　052-954-6287(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)

住宅計画課　企画グループ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　052-954-6567(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)

